
 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

                                           
  

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 
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東広島市立高屋西小学校【チーム高屋西】 
〒739-2125 
東広島市高屋町中島 582 番地 

電話:082-434-0003 
FAX:082-434-0030 

e-mail: takayanishi-sho@city. 
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演題「子どもの可能性を最大限輝かせることが 
できる姿勢の作り方」 

講師 リラクゼーションセラピスト 
      鈴木 直美先生 

 

 

今年度の前期後半が例年よりも少し早くはじまり、午前中に夏休みの給食を食べて下校する日

程でしたので、暑い中での休み明けの生活に少しずつなれています。9 月に入ってからもとても暑

い日々が続いており、学校でも子供たちへの水分補給の声掛けや空調管理等に気をつけていると

ころです。 

9 月 11 日には、参観日と教育講演会を行いましたところ、教育講演会にも多数の保護者の皆様

に参加していただくことができました。6 年生も一緒にお話をきいて、学級でも姿勢について、話

し合ったり、ご家庭でも話をされたりしたようです。参加者の方から感想等をいただき先生へも返

信しています。＜主な感想＞ 

「姿勢を正すことにより、体幹もきたえられ、肩こり等も良くなることがわかりました。」 

「大人だけだと思っていた腰痛が子供でもなることをはじめて知りました。体幹や姿勢の大切

さを子供にも伝えようと思いました。」 

「子供と親の姿勢について、今まで言ってきたことが間違えていたということがわかった。簡単

な体操など教えてもらえたらいいなと思った。」 

「簡単に姿勢を良くする方法をわかりやすく教えていただいて、今後姿勢に気を付けていきた

いと思えました！子供もなぜいつも姿勢を気をつけなさいと言っていた意味がわかったと話

していました。もっと詳しく知りたいと思いました。」 

その他多数のご感想をいただき、今後の教育講演会の内容にいかしていきたいと思います。 

ご参加ありがとうございました。 

 

「友達とのつながり」  企画委員会一同 

企画委員会が、日頃の学校生活を振り返り、お互
いを思いやりながら生活することを提案してくれまし
た。「友達とのつながり」のタイトルでパワーポイント
を作成し、朝会で全校児童へ発信しました。 

「皆さんは、いつも思いやりを意識していますか？」 
 自分の思いを伝え、相手の思いをききとり、お互い
が伝えあいながら、思いやりのある人に育っていきま
しょう。 
  

 

 9月 2日に広島大学交響楽団による演奏会がありました。3学年ずつ 2回公演をしていただき、 

多種類の弦楽器の演奏に触れ子供たちも集中して鑑賞していました。最後に本校の校歌を演奏して

いただき感動することができました。11月には学習発表会がありますので、今回の演奏会での経験

が各学年での発表にいかしていきましょう。 



 
 

 

 

読書の秋、ゆったり読書に浸ってみては？ 

 

先日、文化庁が行った「国語に関する世論調査」の結果が公表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人の読書量が減り、代わりにスマホなどの端末でインターネットの記事を読む頻度が多くなっている

という内容でした。 

 ご存じの通り、読書には、多くの良い効果があるといわれています。 

 文部科学省においても、読書の重要性については次のように言っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は非常に暑い日が長く続いていますが、これから、次第に涼しく

なり、「秋の夜長」と言われる季節になっていきます。 

ご家庭でも、デジタルメディアから少し距離を置いて、「読書を家族

で楽しむ」という機会もよろしいかと思います。 

 
 
 

 

教育コラム 
 

1カ月に読む本の冊数を尋ねる質問は 08年度以降、5年ごとに実施。23年度調査で

漫画・雑誌を除く書籍（電子書籍含む）を「1冊も読まない」と回答したのは 62・

6％で、18年度の前回（47・3％）から 15・3ポイント増えた。 

（中略） 

一方で、本を読まないと回答した人にインターネットで記事などを読む頻度を尋ね

る項目では「ほぼ毎日」との回答が 75・3％と最多だった。 

Yahoo ニュース読売新聞オンラインより

https://news.yahoo.co.jp/articles/384b66738bc461c7f2bb0ee16fb5f65a8cac1d1d 

我が国においては、近年、生活環境の変化や様々なメディアの発達・普及などを背景として、国民の「読書離れ」

「活字離れ」が指摘されている。 

 読書することは、「考える力」、「感じる力」、「表す力」等を育てるとともに、豊かな情操をはぐくみ、すべての

活動の基盤となる「価値・教養・感性等」を生涯を通じて涵養していく上でも、極めて重要である。また、特に、

変化の激しい現代社会の中、自らの責任で主体的に判断を行いながら自立して生きていくためには、必要な情報を

収集し、取捨選択する能力を、誰もが身に付けていかなければならない。すなわち、これからの時代において、読

み・調べることの意義は、増すことはあっても決して減ることはない。 

 このように見たとき、本を読む習慣、本を通じて物事を調べる習慣を、子どもの時期から確立していくことの重

要性が、あらためて認識される。 

文部科学省 HPより 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/meeting/08092920/1282740.htm 

https://news.yahoo.co.jp/articles/384b66738bc461c7f2bb0ee16fb5f65a8cac1d1d
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/meeting/08092920/1282740.htm

